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 要  旨 
 
【目的】 
Mgは実用金属中最も軽く、高い比強度を示すことから携帯電話や自動車部品な
どに使われ、今後さまざまな分野への普及が期待されている。しかし、Mgは六方
稠密構造（以下hcp）であるため、室温において底面すべりしか働かず、延性が低
く塑性加工に劣るという問題点を持つ。そのため、塑性加工は高温で行われる。
動的再結晶(DRX)を伴う高温変形で、Mg及びMg合金多結晶の成形性は劇的に増加す
る。多結晶は、単結晶の集合体であり、Mg多結晶の高温変形とDRX挙動を適切に制
御するために、Mg単結晶の変形メカニズムの理解は必要であるが、高温でのMg単
結晶の高延性のメカニズムはまだ解明されていない。 
本研究では、変形微視組織観察を行うことで、純Mg単結晶の変形挙動について
詳しく調査、検討する。さらには、ひずみ速度を変えて引張り試験することによ
り、ひずみ速度感受性についても検討することを目的とする。 
 
【方法】 
純度99.9%Mg板材をBridgman法にて低圧アルゴン雰囲気中で単結晶を作製
し、初期結晶方位を確認した後、放電加工機を用いて引張試験片を切り出
し､試験温度573K、初期ひずみ速度7.1×10-2～7.1×10-4s-1で真空中で引張
試験を行った。所定のひずみまで変形後、水素ガス急冷を行い、変形に伴
う組織の変化を光学顕微鏡及びOIMによる組織観察を行った。 
 
【結果】 
(1) 純Mg単結晶の変形挙動は、初期結晶方位に依存し、底面のSchmid factorと双
晶のShear factorの関係によってほぼ支配される。 
(2) 底面単一すべりによる高延性を示す試料において、加工硬化率、降伏応力お
よび延性はひずみ速度にほとんど依存しない。 
(3) 変形双晶による組織は、加工硬化率、降伏応力、延性ともに大きなひずみ速
度依存性を持っている。 
(4) 高延性を示さない単結晶は、初期に発達した変形双晶が、その後の変形の抵
抗として働き、その結果多重すべりが生じ、それに伴う動的再結晶早期発現
による粒界もしくは双晶境界から破断が生じる。 
 
 
